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（例）第一種低層住居専用地域 

 → 指定建ぺい率：60% 

   指定容積率 ：150%  

   第一種高度地区の制限あり 

 

【参考資料】 

 

●用途地域 

用途の混在を防ぐことを目的として、住居・商業・工業など市街地の大枠の土地利用を定

めたもので、全１２種類ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●建ぺい率 

敷地面積に対する建築面積の割合のこと。 

（例）建ぺい率：60%、 

   敷地面積：100㎡の場合 

        ↓  

   100㎡×60 / 100 = 60㎡ 

 

●容積率 

敷地面積に対する建物の延床面積の割合のこと。 

前面道路の幅員から決まる容積率（以下「道路容積率」という。）と都市計画で決められて

いる指定容積率を比べ、厳しい（小さい）方の容積率に従う。 

（例）道路幅員 4mの場合の道路容積率は 4×4/10×100 = 160% 

   道路容積率 160% ＞ 指定容積率 150% → 容積率は 150%となる。 

    

   容積率：150% 

   敷地面積：100㎡の場合 

        ↓  

   100㎡×150 / 100 = 150㎡ 

 

 

 

 

放射２３号線 



敷地番号 敷地状況 放射２３号線 用途地域 高度地区 敷地面積（㎡） 建築面積（㎡） 容積率（%） 延床面積（㎡）

パターン「イ」 整備前 140 84 210

A1 パターン「ロ」 187.5

パターン「ハ」 第一種住居地域 第二種高度地区 200 250

パターン「イ」 整備前 200 120 300

A6 パターン「ロ」 225

パターン「ハ」 第一種住居地域 第二種高度地区 200 300

パターン「イ」 整備前 200 120 300

B3 パターン「ロ」 225

パターン「ハ」 第一種住居地域 第二種高度地区 200 300

パターン「イ」 整備前 240 144 360

B6 パターン「ロ」 285

パターン「ハ」 第一種住居地域 第二種高度地区 200 380

パターン「イ」 整備前 200 120 300

B18 パターン「ロ」 285

パターン「ハ」 第一種住居地域 第二種高度地区 200 380

パターン「イ」 整備前 200 120 300

B19 パターン「ロ」 150

パターン「ハ」 第一種住居地域 第二種高度地区 200 200

パターン「イ」 整備前 80 48 120

B23 パターン「ロ」 97.5

パターン「ハ」 第一種住居地域 第二種高度地区 200 130

パターン「イ」 整備前 200 120 300

B24 パターン「ロ」 270

パターン「ハ」 第一種住居地域 第二種高度地区 200 360

パターン「イ」 整備前 120 72 180

C5 パターン「ロ」 157.5

パターン「ハ」 第一種住居地域 第二種高度地区 200 210

パターン「イ」 整備前 180 108 270

C9 パターン「ロ」 165

パターン「ハ」 第一種住居地域 第二種高度地区 200 220

第一種低層住居
専用地域

第一種高度地区
60

150

整備後 110 66

第一種低層住居
専用地域

第一種高度地区
60

150

整備後 105 63

第一種低層住居
専用地域

第一種高度地区
60

150

整備後 180 108

第一種低層住居
専用地域

第一種高度地区
60

150

整備後 65 39

第一種低層住居
専用地域

第一種高度地区
60

150

整備後 100 60

150

整備後 190 114

第一種低層住居
専用地域

第一種高度地区
60

150

整備後 190 114

整備後 150 90

第一種低層住居
専用地域

第一種高度地区
60

75

150
60

第一種低層住居
専用地域

第一種高度地区
60

150

150 90

第一種低層住居
専用地域

整備後

第一種高度地区

125

整備後

建ぺい率（%）

第一種低層住居
専用地域

第一種高度地区
60

150



 
 



 
 
 
 


